
九州は
アジアの
玄関口

九州こそ
地域循環共生圏を

実践する地ではないか？

藤野純一（IGES)
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SDGsの世界大会HLPF
（ 2018年7月, 国連NY）
で発表する北九州市

北橋市長

IGESと共同作成した
都市SDGsレポートを
世界で最初に公表

（他に下川町、富山市、NY市） IGESのホームページで
ダウンロードできます
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SDGsのアジア大会APFSD
（ 2019年3月, バンコク）の
本セッションで発表する
北九州市 梅本 副市長

↓
環境省・IGES等の

公式サイドイベントで発表
↓

IGES武内理事長と対談

APSFD 2019記念対談
灰色のまちから緑のまち・SDGsモデル都市へ

～北九州市梅本副市長とIGES武内理事長の見る

持続可能な開発～
https://www.iges.or.jp/jp/sdgs/apfsd/20190328.html

https://www.iges.or.jp/jp/sdgs/apfsd/20190328.html


Regional Circular and Ecological Sphere (CES)
by Food-Waste Recycle Centering on Kitakyushu

 59 facilities recycle food waste (5,840t/yr), and producing 250t/yr compost.

Regional CES is formed by providing the compost to the farmers in the city and 

neighboring areas. 

 Kitakyushu is transferring the know-how to the Cameron Highland City of Malaysia.
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APFSD official side event “Promoting enabling environment for inclusiveness by localizing SDGs”, March 28th, 2019, Bangkok
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福岡市

小国町

水俣市

壱岐市

UN-HABITAT福岡本部

環境モデル都市
北九州市、水俣市、小国町
環境未来都市
北九州市
SDGs未来都市
北九州市、壱岐市、小国町

http://www.fukuoka.unhabitat.org/
http://future-city.jp/

北九州市

http://www.fukuoka.unhabitat.org/
http://future-city.jp/
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第5回グッドライフアワード受賞者
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グッドライフアワードは、環境に優しい社会の実現を目指し、日本各地で実践されている「環境
と社会によい暮らし」に関わる活動や取組を募集して紹介、表彰し、活動や社会を活性化する
ための情報交換などを支援していくプロジェクトです。
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第7回環境省グッドライフアワード、もうすぐ公募開始！
http://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/index.html
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九州こそ地域循環共生圏を
実践する地ではないか？

地域にある豊かな資源を活かして、

貨幣価値換算できない価値を組み込んで、

コミュニティや流域などちょうどよい範囲で、

しっかりした経営計画を持ちながら、

持続可能な場を創り出して行く。
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九州こそ地域循環共生圏を
実践する地ではないか？

IGES（地球環境戦略研究機関）は、
現場で行われている取組に関わりながら
分析し、それをアジアや世界に発信し、
世界の最新の知見を日本・アジアにフィー
ドバックしながら、SDGsのソリューションを
みなさんと一緒に作っていきます。

HLPF2018（SDGsの世界大会）にて北九州市・
富山市・下川町の都市SDGsレポートを公表 それらの成果を担当者が共同執筆



Circulating and Ecological Economy 
(Regional/Local CES)
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• The Circulating and Ecological Economy 
and the Regional/Local Circulating and 
Ecological Sphere (CES) is the concept 
the 5th Basic Environment Plan of Japan
put forward.

• The concept advances a low-carbon, 
self-reliant, and decentralised society 
living in harmony with nature. 

• The Regional/Local CES conceptually 
restructures (human) settlement 
systems to optimize carbon and 
materials circulation.

• Highlights the need to find ecosystem-
based solutions for climate change 
adaptation and disaster risk reduction. IGESのホームページからダウンロードできます

2019年3月SDGsアジア大会
（APFSD, バンコク）にて
地域循環共生圏の

英文報告書、初公表！
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世界初のVLR特化型情報ハブを開設～

自治体主導のSDGs目標達成と
「誰も取り残さない」世界の実現を支援～

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）は、世界の各自治体のSDGs（国連持続可能な開発目標）
達成に向けた自発的な活動ならびにレビュー状況を簡単に一覧できる「VLR Lab」を本日開設いたしました。
自治体による自発的なSDGsレビューに特化したオンラインでの情報提供は世界でも初めてのことです。
VLR（Voluntary Local Review）とは、自治体が自発的に自身のSDGsへの取り組み状況をレビューし、
その結果を他自治体と比較可能なレポートとして公開する国際的なイニシアチブです。

2019年
3月25日

https://www.iges.or.jp/jp/press/20190325.html


